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特別損失の計上および2025年８月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、2025年８月期第３四半期連結累計期間（2024年９月１日～2025 年５月31日）において、下記の

とおり特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。また、当該特別損失の計上に伴い、

2025 年８月期通期連結業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、2025 年

８月期の配当予想につきましては、前回発表した内容からの修正はありません。 

記 

１．特別損失の計上について 

当社の元連結子会社であるJ Steel Group Pty Limited（以下「J Steel」といいます。）は、オーストラリ

アで受注した工事の契約履行に関して、発注元である取引先（以下「取引先」といいます。）に対して金融機

関による保証を設定しておりました。2023年８月期において、取引先がその権利を行使し金融機関が同保証を

履行したことにより、J Steelは金融機関に対して11百万豪ドル（1,035百万円）の支払義務が発生しました。 

当社は、同金融機関保証について親会社保証を設定していたことから金融機関に対して11百万豪ドル（1,035

百万円）の代位弁済を行い、J Steel に対する債権として四半期連結貸借対照表の投資その他の資産「その他」

に計上しております。J Steelは金融機関の保証履行金額の返還に向けて取引先と係争中であり、当社とJ Steel 

は、その返還が行われれば代位弁済額が当社に返還されることになる契約を結び、当該係争の解決に向けて協

力することとしておりました。 

しかしながら、J Steelによる係争の進捗状況を踏まえると、早期決着の可能性が低くなり、このまま当契約

を継続することは、継続的な専門家報酬等の発生による当社の債権回収額の減少につながると判断したことか

ら、当社はJ Steelに対して2024年８月に当契約の解除を要求し、改めて債権の権利行使をしました。  

これに対し、J Steelは当社の手続きの不当性を主張し、契約解除の差止等を求める訴訟を提起しました。当

社としましては、当社の判断および手続きが正当であることに疑いありませんが、本件訴訟の長期化による今

後の経営に与える影響等を鑑み、和解により終結させることといたしました。 

当該和解に伴い、2025年８月期第３四半期連結決算において、訴訟関連損失として３百万豪ドル（301百万

円）を計上するとともに、J Steelに対する債権を放棄したことにより回収不能となった金額について、貸倒引

当金繰入額511百万円を特別損失として計上いたします。  

なお、J Steelにかかわる当社の権利・義務は今回の和解をもって全て解消され、当該事案が今後の業績に影

響を及ぼすことはございません。本件の決着を受け、当社は海外事業に経営資源を重点的に投入し、さらなる

グローバル展開を推進してまいります。 

和解内容の詳細につきましては、守秘義務の観点から開示を控えさせていただきます。  

(注) （）内の金額については、2025年５月末日時点における為替レートで換算しております。 



２．2025年８月期通期連結業績予想数値の修正(2024年９月１日～2025年８月31日) 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円

26,100

百万円

2,300

百万円

2,450

百万円

1,800

円 銭

68.06

今回修正予想(Ｂ) 26,100 2,300 2,450 1,260 47.64

増減額(Ｂ-Ａ) 0 0 0 △540 ― 

増減率(％) 0.0 0.0 0.0 △30.0 ― 

（ご参考）前期実績

（2024 年８月期） 
29,481 3,324 3,582 2,437 90.99

(修正の理由) 

１．に記載のJ Steelとの和解に伴う特別損失が発生することにより、親会社株主に帰属する当期純利益

が前回発表予想を下回る見込みとなったため、通期の連結業績予想を修正いたします。 

３．期末配当予想について 

 2025 年８月期の期末配当予想につきましては、当社は株主の皆様に対する安定的な利益配分を最重要項目

と位置付けていることから、2025年４月10日に公表した期末配当金１株当たり32円(普通配当22円、記念配

当10円)の予想から修正はありません。 

（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績等は

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以上 


